
事業実施計画書 概要 

実証地域 福島県新地町 

実証モデル  モデル１ 学校・家庭・地域の学びの連携型  

実証校名 福島県新地町福田小学校、新地小学校、駒ヶ嶺小学校、尚英中学校 

実証概要 
 

クラウドを活用したデジタル教材（オープン教材）の共有化と家庭学習用のコンテン
ツ（反転授業教材を含む）を充実させることで、児童生徒の学力向上を図る。 
学校・家庭・地域を結び、子どもたちの豊かな教育環境を創る。 

         教育・学習 
クラウドプラットフォーム 

      新地町小中学校グループウェア 
ＬＭＳ機能を有する先導的な教育ＩＣＴシステム 
 ・福田小学校・新地小学校・駒ケ嶺小学校 
 ・尚英中学校        ・新地町教育委員会 

家庭・保護者 

小学校教員 

ＩＣＴ支援員 

新地町ＩＣＴ研究協議会 

中学校教員 

児童 

生徒 

新地町校長会・教頭会 

反転学習用教材、デジタル教材、 
家庭学習用コンテンツ 
新地町家庭学習用テキスト 

     学習用掲示板 
（作品掲示・意見交換） 

 

   ウェブページ 
非常変災時対応可能 
（教育委員会・学校） 

 

学習履歴・データ保管 

 デジタル教材 
（オープン教材） 
コンテンツ整備 

タブレットＰＣ 

文部科学省 

総務省 

新地町教育委員会 
研究計画・実証 

関連企業 

   ＣＳＣＬ 
（協働学習の場） 校務処理システム 

検 証 
データ 

検 証 
データ 

指導 
支援 

指導 
支援 

小中連携・日程調整・事業調整 事業調整・指導実践 
行事計画（公開授業） 

 

システム開発依頼 
  実証検証 

データ 

システム構築 
保守・点検 

検証 

 

アプリ・メール配信・制御 

ＩＣＴ支援員 
協働作業 

協働作業 
連携 連携 

生徒 

児童 

教え合い 
学び合い 

支援・指導 

支援・指導 

アドバイス 

コミュニケーション 
の充実 

学習データ 学習データ 学習データ アーカイブ化 
ライブラリ化 

図書館 
町役場 

町のデジタル素材 

家庭連絡 

学 校 

非常変災時の 
情報伝達・在宅授業 

特別に支援を要する 
児童生徒の個別の指導計画 
と教育支援計画 

総務省からの委託業者 

ARコンテンツ作成  ・ 



 
   平成27年 5月19日（火） 
 
 
            新地町教育委員会 
            指導主事  伊 藤  寛 



これまでのクラウドを利用した取り組み 
 

① 校内学習 
 e-board等による問題演習 

 ・ e-boardのアクセス回数が尚英中では640回、福田小では226

回であった。 

 
② 持ち帰り学習 
 モバイルwi-fiルータを利用し、持ち帰り学習を実施 

 ・ 駒ケ嶺小では二週間にわたって長期の持ち帰りを実施した。 

 ・ 新地小では学年２クラス分のルータが整備されていないため、

尚英中及び福田小から借りて行った。尚英中及び福田小では

日程をずらして実施した。 

 
※校内学習及び持ち帰り学習においては、eライブラリを利用したが、新地町で
はアドバンスを導入しているため、Liteの利用回数は少ない。3月の持ち帰りで
学習回数432回、930分の学習履歴の児童がいる。 

 



これまでのクラウドを利用した取り組み 
 

③ 学習管理 
 学習履歴から行う支援方法の検討及び実施 
 ・ eライブラリの学習回数及び利用時間のデータ解析から、適切 

な支援を行った。時間及び回数が少ない、ある日付で学習が 

とまっている場合などは、学習に問題を抱えている場合が多い。 

 
④ 遠隔授業 
 テックキャンバスとskypeを利用して実施 

 ・ 食育についての授業を行った。配信元は栄養教諭が勤務して

いる駒ケ嶺小で栄養教諭のいない新地小及び福田小とつなぎ、

小学校３校で行った。テックキャンバスを利用することで意見の

交流を図ることができた。 

 



これまでのクラウドを利用した取り組み 

⑤ 教材作成 
 オーサリングツールを利用した教材の一般化 
 ・ これまで蓄積している自作教材について、ICT支援員の協力
を得て一般化を行っている。操作性も含めて今後の活用を検
討中である。 

 



平成２７年度先導的教育システム実証事業 新地町教育委員会 

Ａ 新地町ＩＣＴ活用協議会を中核としたＩＣＴ教育体制の構築 

     これまで構築してきている外部有識者と教育関連企業，教育委員会，町内各小中学校で構成 される協議会を核に本研究を推進していく。主に以下のことを行う。 
    ①  グランドデザインをベースにした事業の推進・ＰＤＣＡサイクルによるたゆまざる改善    ②  ＩＣＴを活用した教育に関する先進的な取組の情報収集と教材開発等 
     ③  アンケートによる定性的評価と定量的評価を行い検討 
 

Ｂ 町内各小中学校を結ぶ共通イントラネット・クラウド環境・ＬＭＳの構築 

       クラウドコンピューティングの技術を利用し，総務省が構築するクラウド環境を活用して以下の方法による実証研究を行う。 

     ①  町内の小中学校を結び，グループウェアを活用しながらイントラネットを構築            ②  ＬＭＳを活用した学習履歴と学習成果，活動履歴等の保存と活用 
     ③  これまで教職員が作成した独自教材や収集した資料の収集と整理，活用  
 

Ｃ  学習・教育クラウド・プラットフォームを活用した家庭学習   

          構築したクラウドプラットフォームを活用して，家庭と学校を連携する以下の研究を行う。 

    ①  「タブレットＰＣの持ち帰り」による反転授業（コンテンツは教員とＩＣＴ支援員との協働だけでなく民間委託によるコンテンツ整備も行う。） 
    ②  「タブレットＰＣの持ち帰り」による家庭学習の充実・学習習慣の確立     
    ③  教育委員会で作成した家庭学習用問題集や教員が自作したデジタル教材，プリントなどのライブラリ化・アーカイブ化（オープン教材） 
    ④  MOOCs型の授業配信（児童生徒・家庭から地域住民の学習意欲向上への期待） 
     ⑤  HTML5によるコンテンツの積極的な利活用と自作教材のHTML5化により家庭で保有するＰＣ端末やモバイル端末での活用 
     ⑥  授業と家庭学習の充実を図るため図書館，役場と連携，ＡＲコンテンツの活用 
 

Ｄ  クラウドを活用した教員の自作教材・素材の共有 

       これまで授業のために開発してきたデジタル教材や収集整理してきた素材や活動記録（写真や報告書，児童生徒の作品等）をライブラリ化し，活用を図るもの，保存するものと 

     整理した 上で各小中学校で共有，蓄積していくことができる環境を構築する。 
     ①  反転授業のためのデジタル教材・授業動画の作成と指導方法の開発 
     ②  児童生徒の理解度に応じたデジタル教材の作成とそれを活用した指導方法の開発 
     ③  オープン教材（各学校で自作した教材や資料を相互活用できるようにする）としての蓄積（ライブラリ化・アーカイブ化）と活用と活用方法の研究。および活動記録の整理 
 

Ｅ ＩＣＴを活用した児童生徒のケア・不登校時等の教育・学習支援 

     ＩＣＴを活用しての学習に困難のある児童生徒の教育・学習支援 
     クラウド環境およびテレビ会議システム等を活用して，不登校児童生徒や学習困難な児童生徒をサポートする環境および実践を継続，さらに改善をしていく。 
     ①  クラウド環境を活用した学習内容（学習プリントや授業動画）の配信 
     ②  クラウド環境を活用した個別の教育支援計画・指導計画を通して家庭及び関係機関と連携 
     ③  テレビ会議システムによる教育相談（スクールカウンセラー・ソーシャルワーカーとの連携） 
 

Ｆ ＩＣＴを活用した交流学習・遠隔授業 

       テレビ会議システムを活用して国内外の学校，研究所，ＮＰＯや海外で活躍する日本人と結んだ授業をさらに充実，発展させていく。 

    ① テレビ会議システムによる交流授業とそれを活用した指導方法の開発と改善         ② 小中学校連携のための交流学習と指導方法の開発 
 

Ｇ  ＬＭＳ・ＣＳＣＬの活用 

    学習履歴や活動実績を蓄積していくＬＭＳとＩＣＴを活用する。併せてＣＳＣＬを電子黒板とタブレットＰＣを活用しての協働学習について研究する。 
    ①  ＬＭＳでの児童生徒管理と学習履歴データ管理，学習内容の登録・管理と活用    ②  クラウド環境でのＬＭＳの活用（小学校・中学校で連携／学習履歴から校務支援まで） 
     ③  ＣＳＣＬを活用した授業研究（電子黒板とタブレットＰＣとの連携） 
Ｈ  教職員の研修体制の構築 

     ＩＣＴを普通に活用し，授業力を高める教育現場としていくために教職員およびＩＣＴ支援 員の研修体制を構築していく。 
     ①  ＩＣＴ活用協議会に向けて先進的事例の研修・開発，アドバイザーによる定期的な授業検討会開催 
     ②  ＩＣＴ活用発表会（公開授業）の開催による個々の教員のスキルアップ                         ③  教員のＩＣＴ活用指導力の基準（チェックリスト）実施 
     ④  新地町予算による研修旅費の継続                                                           ⑤  福島県教育センター指導主事等の教科に関する指導助言 
     ⑥  ＪＡＰＥＴ／ＣＥＣのＩＣＴ活用指導力向上研修の活用                                       ⑦  ＬＭＳ，ＣＳＣＬを活用した指導方法の研修 
     ⑧  先進地・先進校視察・研修（情報交換と人的交流）                                           ⑨  ＩＣＴ支援員による校内研修 

新地町の提案 Ａ～Ｈ 



今年度の実施内容 
「Ｃ.学習・教育クラウド・プラットフォームを活用した家庭学習」 
 

家庭学習の充実 

・ タブレットＰＣの持ち帰りを行い、家庭からクラウドを利用するこ

とで家庭学習の充実を図る。 

 

 ① 基礎基本の定着を目指したドリル的な学習 

  

 ② 意見の交流や課題解決に向けた協力の中で生まれる知の

止揚を目指した協働学習 

 

 ③ 習熟度に応じた学習や発展的な学習を可能とする反転授業 

 

  現在の課題 

    ・クラウド上に教材を保存する領域がない 

    ・モバイルwi-fiルータの不足  



今年度の実施内容 
「Ｃ.学習・教育クラウド・プラットフォームを活用した家庭学習」 
 
 

現在の取り組み 

 ・ 駒ケ嶺小では週末に、6学年において持ち帰り学習を実施中

である。ある児童は4月に学習回数190回、337分の学習を行っ

た。 

 

 ・ 福田小では4・5・6学年でローテーションを組み、持ち帰りを実

施している。 

 

 ・ 新地小及び尚英中は学年全体で持ち帰りができないため、

不平等にならない持ち帰り方法について検討中である。 



今年度の実施内容 
「Ｃ.学習・教育クラウド・プラットフォームを活用した家庭学習」 
 

今後の取り組み 

 反転授業を可能とするコンテンツの整備を行う。 

 ・教員の自作教材 

 ・民間業者のコンテンツを利用 

 ・教員志望の大学生などを利用 

  （東北学院大学 了承済み） 

  （明治大学 前向きに検討中） 

理科の実験動画 数学の解説動画 

C:/Users/shinchi014/Desktop/評価委員会5月19日/P35 実験「光合成と二酸化炭素の関係」.mp4
C:/Users/shinchi014/Desktop/評価委員会5月19日/P86 移項の説明と方程式の移項（ﾌﾗｯｼｭｶｰﾄﾞ）.mp4


今年度の実施内容 
「Ｅ.ＩＣＴを活用した児童生徒のケア・不登校時等の教育・学習支援」 
 

学習に困難のある児童・生徒の支援 
・ 入院中や不登校など学習に対する意欲はあるが、何らかの原
因で充分な学習の機会が与えられない児童・生徒に学習支援を
行う。また、特別支援教室で学習している児童・生徒の保護者の
不安解消を図る。 

 
 ① 学習プリントや授業動画の配信 
  
 ② 家庭へ授業の様子（画像や文章）の配信 
 
 ③ スクールカウンセラーとのTV会議 
 
  現在の課題 
    ・クラウド上に動画などを保存する領域がない 
    ・クラウド上に保護者とやり取りできる領域がない  



今年度の実施内容 
「Ｅ.ＩＣＴを活用した児童生徒のケア・不登校時等の教育・学習支援」 
 
 

現在の取り組み 

・ TV会議システムを利用し、町内の小学校3校がYWCA名古屋

と交流を続けている。週一度の頻度で臨床心理士と児童が面談

し、必要な場合は担任と連携して進めている。 

 
 
今後の取り組み 

・ 児童、生徒一人一人の適切な対応が異なるため、慎重に進め

る必要がある。今後のクラウドの整備に期待しつつ、準備を進め

る。 整備が整うまでは教育委員会Webサイト（CMS）を利用して

進めることも検討中である。 



今年度の実施内容 
「Ｇ  ＬＭＳ・ＣＳＣＬの活用」 
 

学力向上を支える学習履歴の活用及び知の止揚を支える協働学

習の場 

・ 学習履歴の活用により、生徒のつまずきに素早く気付き適切な

支援を行う。また、小中と持ち上がる履歴の活用により、どこで

つまずきやすいのか、どのような指導が適切なのかを把握する。 

・ 協働学習を進め、他者との合意形成による知識の練り上げを

行う。 

 
 ① 解答までの時間、誤答の傾向、学習の進度把握 
  
 ② 児童・生徒に一つのID（イメージはマイナンバー制） 
 
 ③ 他校とのデータ共有及び記事のやり取り 
 
   



今年度の実施内容 
「Ｇ  ＬＭＳ・ＣＳＣＬの活用」 
 
 

現在の取り組み 

・ 現在の学習履歴については、学習回数及び時間の把握である

ため、充分な活用ができていないが、学習回数や時間が少ない

場合には、何らかのつまずきを抱えている場合が多いため、適

時声かけをして状況把握に努めている。 

・ 協働学習においては、既存のソフトウェアを使い、校内での協

働学習を進めている。今後はＴＶ会議システムと併用し、校外と

協働学習を進めたい。現在、クラウドは用いていないが、ＴＶ会

議システムと併用して、データのやり取りも行っている。 

 
 ５/１９ 奈良県  ５/２２ 徳島県  
 ６/１２ ベトナム（ホーチミン） ７/７ ベトナム（ハノイ） 
 いずれも駒ケ嶺小（自転車旅人との交流）  



要望内容 生徒が利用するアプリ及び利用権限の制限 
利用制限を与える機能により、学習者が情報に惑わされることなく課題
にじっくりと取り組む時間を確保する 
・ 利用するアプリの制限 
・ 利用できるWebサイトの制限（ホワイトリスト形式）  

 今日は掲示板が使えないのか、み
んなの意見も聞きたかったけど、明
日の話し合い活動までに自分の意
見をしっかりまとめよう。 

 簡単に答えを調べ
られないから、話し合
いも活発になるな。
いろんな意見もでて、
自分の考えも広がる
ぞ。 

 今日はここのサイト
を参考にして自分た
ちの考えを決めるの
ね。 

 きっとここに気付いた
のは私だけだわ。明
日の話し合い活動が
楽しみ。 

 利用するアプリやWebサイト
が決められているから、調べ
るだけで終わってしまったと
いうことがなくていいわ。 

 今日の課題ではこのア
プリだけをつけるようにし
よう。じっくりと自分の考
えと向き合ってほしいか
ら掲示板の機能は使え
ないようにしよう。 

 このサイトでは答えが
載ってしまっているな。こ
のサイトは見られないよう
にして、こことここのサイト
だけ見ることができるよう
にしよう。 

・ 情報の適正な管理による「創造
する力」の育成 

掲示板 
許可済み
Webサイト 

許可済み 
アプリ 



要望内容 学習者のノートを記録、自動的に各教科フォルダへ振り分け 
電子黒板等ICT機器使用によるノート整理の不安解消及び学習者の
フォローアップ 
・ 簡単な操作によるノートの記録 
・ 自動的なフォルダ振り分けによる閲覧時の負担軽減 

 教科を選んで撮影。考える
場面では、消しゴムを使う
なって指示だったから、考え
がいろいろ書いてあるけどい
いのかしら。 

 この子のノートは大事な
部分がよく抜けていたけど、
指導のかいがあって、上
手にまとめられるように
なったな。 

・ ノート記入指導によるICTと共
存する学習方法の確立 
・ ノート記述から学習者の「気付
き」を大切にした学習指導 

○月○日 
国語1-1 

○月○日 
社会2-1 

○月○日 
国語3-1 

電子黒板を使うと板書が
充実しないし、子どもたち
も何をノートに記入するの
か迷っているみたいだな。 

 では、最後にアプリを起
動させて、自分のノートを
撮影してください。次の授
業は◇ ◇を行いますね。 

 この子は、最初○○と
思っていたけど、△△とい
う考えに変わったんだな。
次の授業で取り上げよう。 

 フォルダごとになってい
て閲覧しやすいな。素晴ら
しいノートは学級掲示して
紹介しよう。 



ご静聴ありがとうございました 
 
 
   平成27年 11月18日（水） 
    新地町ICT活用発表会開催 
 
            新地町教育委員会 
            指導主事  伊 藤  寛 
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